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カーボンナノチューブを応用した電子レンジ調理器の開発 

効率的な加熱ができるセラミックス製電子レンジ調理器を開発 
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容 

 

概  要 

 

マイクロ波を吸収しやすいカーボンナノチューブ（以下、ＣＮＴ）を用いるこ

とによって、電子レンジで効率的に加熱することができ、また、形状の自由度

が高いセラミックス製電子レンジ調理器（写真）を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のセラミックス製電子レンジ調理器は厚く、食材部の加熱により調理器全

体が熱くなることが課題であった。そこで、調理器の底面にＣＮＴを用いるこ

とで調理器上部の温度上昇を抑制し、一般の食器と同等の厚さでの耐熱衝撃性

の向上と加熱効率の向上を実現した。 

本技術の 

有用性 

電子レンジにより約 30 秒で、調理器底面を 100℃以上に昇温可能であり、 

また、ＣＮＴの塗布により、調理器底面と食材部が効果的に加熱されるため、

調理器上部が熱くなりにくく、調理後、素手で持ち運びが可能。 

食材と同時に調理器底面も加熱することで、食材の加熱効率が向上。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 
株式会社セラミック・ジャパン（瀬戸市）がセラミック・スチーマー「スリーミ

ニッツ」として製品化し、販売中。 
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